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愈
々
賓
現
に
大
運
動

報

致誘
場

さ

き

に
お
知
一
乗
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
O

A
A

ら
せ
し
た
大
工
一
何
し
ろ
面
積
が
大
き
い
げ
た
け

Y
』

場

誘
致
に
つ

い
一
に
地
主
の
中
に
は
所
有
国
地
の

•• 

一
て
は
、
是
非
共
一
殆
ん
ど
提
供
せ
ね
ば
な
ら
お
と

『
に
誘
致
を
実
現
す
一
い
っ
た
方
々
も
あ
り
、
し
の
び

一

ノ

:

る

様
に
市
民
各
一
難
い
点
も
文
大
き
い
と
云
う
訳

位
の
御
協
力
方
を
要
望
し
て
参
一
で
す
が
、
魚
津
市
の
経
済
の
基

り
ま
し
た
が
、
今
度
市
で
も
更
一
盤
に
関
す
る
重
要
な
こ
と
だ
け

に
こ
の
工
場
の
誘
致
の
実
現
を
一
に
地
主
農
家
の
方
々
の
特
別
な

強
力
に
推
進
し
よ
う
と
、
さ
き
一
理
解
で
、
是
非
こ
の
工
場
の
誘

ほ
ど
市
工
場
誘
致
協
力
会
を
結
一
致
を
実
現
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

成
し
、
市
民
運
動
と
し
て
呼
び
一
ら
な
い
の
で
.
地
主
各
位
F
一深

か
け
ま
し
た
が
更
に
活
発
な
活
一
い
御
理
解
と
御
協
力
並
び
に
市

動
を
起
す
べ
き
段
階
に
到
達
し
一
民
各
位
の
絶
大
な
支
援
を
望
ん

た
の
で
、
本
月
五
日
市
役
所
議
場

tで
止
み
ま
せ
ん
o

で
臨
時
理
事
総
会
が
開
催
さ
れ

亡
去
る
十
日
.
市
役
所
に
お
い
て

圃

ま
し
た
。
な
に
し
ろ
魚
津
市
の
，rJ市
内
各
積
団
体
代
表
者
会
議
を

将
来
に
関
す
る
軍
大
な
工
場
誘
誘
e

ご
開
催
し
市
に
と
っ
て
将
来
如
様

致
泥
け
に
、
更
に
実
現
に
遇
進
一
な
る
振
興
発
展
の
基
盤
が
で
き

す
ベ
く
、
打
合
せ
の
結
果
、
協
力
一
る
か
を
参
加
各
位
と
真
撃
な
討

会
の
組
織
を
強
化
し
‘

真
に
市
土
議
を
し
た
結
果
市
当
局
や
関
係

民
運
動
と
し
て
強
力
に
運
動
を

一者
の
み
に
委
す
べ
き
も
の
で
な

展
開
す
る
た
め
.
会
則
の
一
部
守
一
く
、
五
口
々
団
体
は
工
場
設
置
突

安
更
し
て
常
任
理
事
会
を
設
士
現
と
同
時
に
そ
の
利
雄
を
受
け

け
、
理
事
長
を
互
選
し
て
今
後

一
る
も
の
で
‘
こ
の
際
.
市
当
局
叉

常
任
即
事
会
が
主
体
と
な
り
、
一
は
関
係
者
と
緊
密
な
‘
る
一
週
繋
の

工
場
誘
致
の
た
め
の
懇
街
、
代

-
F
に
側
面
的
に
大
運
動
を
起
す

替
地
対
策
、
金
融
の
調
達
等
槌
了
」
と
に
申
合
せ
、
壮
年
団
は
協

々
な
方
聞
を
担
当
す
る
班
を
図
ご
議
会
終
了
後
直
ち
に
役
員
を
招

表
の
通
り
組
織
し
て
愈
々
木
絡
一
集
し
て
運
動
方
針
を
協
議
さ
れ

的
に
活
動
態
勢
を
整
え
て
積
極
一
叉
市
迎
合
青
年
団
後
援
会
も
士
一

的
に
、
間
々
な
問
題
の
解
決
に
ご
日
会
合
し
、向
青
年
団
‘
婦
人
会

市
民
奉
つ
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工

場

誘

致

協

力

会

機

構

一間
工
品
ー
ー
』
ー
団
|
〔
日

一間一

( 1 ) 

ーっ
余、

難

期

海

魚津市下村木町

中越印制魚津工場

き
は
お
忘
れ
な
く
:

ル」の
小
売
価
絡
の
叩

一郎
が

ど
市
の
収
入
と
な
り
ま
す

な
光
、
パ
ー
ル
ハ
一
個
ν

張

二

円

六

十

一

銭

出

ピ
l
ス
ハ
一
個
)

行

三

円

九

十

一

銭

旅

加
積
簡
易
郵
便
局
グ
開
設

市
税
滞
納
解
消
に

御
協
力
ヤ
願
い
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
発

展
の
た
め
に
何
か
と
御
協
力
い

た
げ
た
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
御

理
解
あ
る
御
協
力
に
よ
っ
て
、

弐
第
に
成
績
も
艮
く
な
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
充
分
と
は

云
え
ま
せ
ん
の

で
、
十
一
月
二

十
日
か
ら
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
「
市
税
先
納
運
動
期
間
」
と
定

め
.
滞
納
を
一
掃
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。
市
建
設
等
に
多

額
な
諸
経
費
令
要
す
る
市
財
政

に
つ
い
て
は
.
滞
納
が
多
く
な

れ
ば
非
常
に
閑
離
に
な
っ
て
参

加
積
出
張
所
内
に
本
月
十
六

日
か
ら
、
加
積
簡
易
郵
便
局
が

開
設
さ
れ
、
弐
の
よ
う
な
事
務

を
取
り
扱
い
ま
す
か
ら
.
附
近

も
そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
を
開
催
の
一
の
方
々
は
大
い
に
利
用
し
て
下

準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
一
さ
い
。

も
こ
れ
ら
団
体
の
支
援
協
力
主
一
、
郵
便
物
の
引
受
、
郵
便
切

得
て
、
強
力
に
実
現
を
期
し
て
一
手
な
ど
の
売
さ
ば
き
事
務

い
ま
す
。
な
お
工
場
誘
致
協
力
一
一
、
郵
便
貯
金
の
受
払
事
務

会
で
は
.
常
任
理
事
が
毎
日
本
一三
、
普
通
為
替
の
受
払
事
務

部
に
出
動
し
、
臨
機
の
対
策
を

I
l
l
1
1
Jリ
汁
川
川
川
引
け
・・や
U
-
-

構

じ

、

更

に

常

任

理

事

が

担

旦

は

絞

三

一

ゴ

殴

摩

川

町

薬

会

主

ぶ

既

…

荻

野
完
封
主
綿
一
制
緩
測
さ
遺
棄
γ

窓…
ξ
寒川

を
開
い
て
実
際
の
活
動
を
開
始
一
首

m

し
て
い
ま
す
o

一

制

年

中

無

体

で

す

会
長
副
会
長
及
び
常
任
理
事
一

t

‘

一

-

会

長

金

光

邦

三

一

水

族

館

の

開

舘

期

間

に

つ

い

一通
じ
て
珍
魚
を
蒐
集
し
・
当
水
一
あ
り
ま
す
。

副

会

長

伊

東

直

二

一
て
は
四
月
よ
り
十
一
'月
ま
で
と
一
族
舘
の
名
声
を
一
段
と
高
め
、
一
斯
様
な
意
味
で
「
年
中
無
休
」

グ

浜

岡

繭

九

兵

衛

一
い
う
計
画
の
も
と
に
、
今
日
ま

一
ま
さ
に
魚
類
の
多
い
こ
と
は
、
一
と
し
て
開
館
す
る
こ
と
に
な
り

グ
徳
本
謙
治
一
で
皆
様
の
御
期
待
に
そ
う
よ
う
一
東
洋
一
と
し
て
恥
じ
な
い
も
の
一
ま
し
た
か
ら
御
案
内
い
た
し
ま

理
事
長
水
野
庄
太
郎
一
努
力
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
一
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
一
す
。

理
事
長
補
佐
内
生
臓
長
一
郎
一
昨
年
は
十
一
月
十
五
日

常
任
理
事
紙
谷
作
治
一
を
以
っ
て
閉
館
し
・
同
日

大

森

久

雄

一
魚
の
供
養
と
し
て
放
生
会

石
崎
平
兵
衛

一
を
催
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

佐
伯
新
作
一
が
翌
年
四
月
開
舘
の
と
き

町
木
源
治
一
は
魚
の
寛
集
が
一
時
に
な

寺

田

信

一

:
る
た
め
困
難
な
の
で
、
本

千
田
源
次
郎
年
は
閉
舘
せ
ず
に
年
間
を

明

石

寛

二

鎖

国

平

吉

小

林

宗

作

本

田

正

信

浅

尾

久

短

関
口
繭
一

伊
東
清
一

て
御
協
力
や

常

懇

詩

時

懇

官
同
国

=
n
H

代

替

対

策

地

フ巳

協

力

地融

達

調蓄

渉

外

庶

ま寿

J情

報

連

絡

防

強

止

僕
(
オ
ツ
ト

班班班班班班班班班

調

運

動

四
、
郵
便
振
替
貯
金
の
受
払
事

か

e
w

ョ。

五
、
簡
易
生
命
保
険
の
加
人
事

務

六
、
郵
便
年
金
加
入
事
務

な
お
取
扱
時
間
は
毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
后

四
時
ま
で
で
.
日
曜
日
や

国
民
祝
日
は
休
み
ま
す
。

部
謝
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
募
集
名
「
オ
wf

ト
セ
イ
」

雄
三
才

一
、
応
募
期
日
十
一
月
二
十

五
日
ま
で

一
、
応
募
資
格
県
内
小
学
生
に
限

る
o

a

(
同
日
消
印
の
あ
る
も
の
は

有
効
で
す
)

十
一

り
ま
す
と
と
も
に
余
分
の
経
費

を
伴
い
、
余
分
の
経
費
は
、
当

然
皆
さ
ん
の
頭
に
か
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
真
面
目
な
納

税
者
ま
で
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
滞
納
税
金

に
督
促
料
、
延
滞
金
等
が
加
わ

り
、
滞
納
者
の
負
担
は
桂
三
車

く
な
り
ま
す
。
こ
と
に
滞
納
整

理
に
つ
い
て
や
む
を
得
ず
法
に

よ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

何
か
の
事
情
で
批即
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
お
骨
折
り
と
は
存
じ

ま
す
が
早
念
に
完
納
し
て
下
さ

い
。
な
お
完
納
さ
れ
て
い
る

方
は
今
後
共
に
よ
ろ
じ
く

御
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
私

達
の
市
を
明
く
よ
り
よ
い
市
と

す
る
た
め
に
「
滞
納
解
消
、
完

納
実
現
」
に
何
卒
御
協
力
下
さ

、。‘U 

園
土
建
設
郵
便
貯
金
繰

特
別
増
強
運
動
に
つ

貯金で園土建設グ

国
土
建
設
郵
便
貯

金
運
動
は
八
月
一
日

よ
り
十
二
月
三
十
一

日
迄
に
わ
た
っ
て
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
全

国
的
に
国
民
貯
膏
の

増
強
.
勤
労
増
産
、
衣
食
住
の

改
善
、
消
費
の
合
理
化
等
の
運

動
と
提
携
し
て
推
進
し
、
所
得

税
の
軽
獄
措
置
や
、
物
価
引
下

げ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
諸
施
策

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
実
質
的

所
得
の
増
加
分
を
消
費
節
約
し

て
貯
畜
す
る
こ
と
が
有
利
な
時

期
に
な
っ
て
お
り
ま
す
心

そ
こ
で
農
漁
家
の
方
に
は
各

種
の
季
節
的
な
収
穫
代
金
.
山

林
海
産
な
ど
臨
時
収
入
の
源
泉

貯
膏
を
お
奨
め
す
る
と
共
に
蛍

農
、
漁
ろ
う
お
よ
び
家
計
の
合

理
化
、
健
全
化
に
資
し
ら
れ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

貯
金
の
増
強
に
特
に
協
力
さ

れ
た
市
町
村
或
い
は
郵
便
貯
金

の
実
績
が
優
良
で
あ
る
市
町
村

船
員
取
扱
事
務

魚
津
市
に
委
任
さ
る

か
ね
て
よ
り
魚
津
市
の
業
者

聞
は
勿
論
、
機
帆
舵
乗
組
員
、

三
十
屯
以
上
漁
船
乗
組
員
に
於

て
要
望
さ
れ
て
い
た
般
員
に
対

す
る
取
扱
事
務
が
関
係
当
局
に

陳
情
中
の
と
こ
ろ
・
こ
の
た
び

魚
津
市
に
委
任
す
る
旨
.
運
輸

省
よ
り
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

海
技
兎
肢
の
書
換
申
請

し
て
下
さ
い

般
舶
職
員
法
の
改
正
に
よ
り

昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
以
前

に
交
付
を
受
け
た
菟
状
は
.
昭

和
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
ま

で
に
兎
状
の
更
新
(
か
き
か
え

〉
申
請
を
し
な
け
れ
ば
無
効
と

な
り
ま
す
。

申
請
に
は
女
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

水
族
舘
に
「
ぶ
り
」

ぶ
り
シ

l
ズ
シ
を
迎
え
た

水
族
館
で
は
、
本
年
初
の
目
論

み
と
し
て
、
「
ぷ
り
」
を
水
族
館

前
の
大
円
、他
に
泳
が
せ
ま
し
た

・一
一
一
貫
匁
近
い
、
大
ぶ
り
が
数

十
匹
の
福
来
魚
〈
ふ
く
ら
げ
)

を
従
え
、
ゅ
う
/
¥
泳
い
で
い

る
光
景
は
、
当
水
族
館
な
ら
で

は
の
感
を
深
く
し
て
い
ま
す
。

な
お
「
ひ
ら
ま
さ
」
「
か
ん

ば
ち
」
「
い
し
が
き
だ
い
」
等

多
の
珍
魚
を
取
揃
え
て
、
皆

様
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
新
兎
状
の
交
付
に
は
相

当
の
日
時
が
か
ふ
り
ま
す
の
で

来
春
の
出
漁
に
間
に
合
う
よ

う
な
る
べ
く
早
く
手
続
き
下
さ

一
、
乗
船
履
歴
書
兎
状
の
有
効

期
間
前
三
年
以
内
の
乗
船
履
歴

〈
例
〉
治
岸
丙
種
、
湖
川
港
乙

種
二
等
、
沿
岸
乙
種
二
等
‘
小

型
船
乙
種
二
等
、
小
型
船
丙
種

の
各
運
転
士
及
び
機
関
士
の
兎

状
受
有
者
は
五
ト
γ
以
上
の
般

舶
に
乗
船
し
て
い

‘た
-
証
明
書

(
脂
員
手
帳
を
含
む
)

二
、
指
定
医
師
の
身
体
検
査
証

明
書
魚
津
市
は
鈴
木
医
院
〈
馬

出
町
)

コ
一
、
琵
状
更
新
申
請
書

四
、
兎
状
郵
送
料
四
十
三
円

用
紙
は
商
工
水
産
課
(
水
族
館

)
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
せ
下
さ
い
。

月

日
か
ら
三
十
日
ま
で

今
度
、

清
新
且
つ
実
用
的
な

「
一
九
五
六
年
富
山
県
民
手
帳

」
が
‘
富
山
県
統
計
協
会
よ
り

発
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
県
民
手
帳
は
、
県
民
の

常
識
を
豊
か
に
す
る
県
勢
概
要

k
r
震
も

会
い
心
事
懸
民
手
帳
を
ぜ
ひ

項
を
収
録

れ

打

、

り

予

約

受

付

市
で
は
購
入
希
望
者
を
次
の

一
ハ
註
〉
会
社
、
工
場
・
学
校
な

要
領
に
よ
り
ま
と
め
て
い
ま
す
一
ど
勤
務
先
な
ど
で
申
込
み

の
で
、
希
望
の
方
は
至
念
予
約
一
一

に

な

る

と
き
は
、

重
複
に

申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

一

な
ら
な
い
よ
う
注
意
願
い

〔
要
領
〕

-

ま

す。

市
で
は
、
十
二
月
よ
り
商
工

水
産
課
ハ
水
族
館
内
)
に
て
業

務
を
開
始
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

業
務
と
し
て
、
舵
員
手
帳
の

交
付
、
書
換
.
舵
員
の
雇
入
、

雇
止
等
を
取
り
扱
い
し
ま
す
。

いて

に
は
、
資
金
運
用
部
よ
り
資
金
日曹

の
融
資
に
使
宜
が
与
え
ら
れ
る
『

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
一

の
財
政
融
資
の
重
要
な
財
源
と
『

な
り
う
る
よ
う
皆
様
の
御
協
力
一

を

お

願

い

致

し

ま

す

。

一

。
呼
び
か
け
の
こ
と
ば

O

『

@
郵
便
貯
金
で
国
土
の
建
設
一

@
今
こ
そ
貯
膏
で
国
の
地
固
め
-

を

・

@
収
入
の
一
割
は
貯
畜
し
ま
し

よ
〉
フ

一
、
手
帳
名

一
九
五
六
年
富
山
県
民
手
帳

二

、

規

絡

ポ
ケ
ッ
ト
型
二
百
頁

、

表

紙

ビ
ニ
ー
ル
.
金
文
字
入
六
拾
円

四

、

価

絡

五
、
申
込
期
日

十
一
月
二
十
四
日
ま
で

六
、
申
込
方
法

魚
津
市
役
所
庶
務
課
統
計
係
一

或
い
は
最
寄
り
の
出
張
所
に
一

予
約
申
込
み
を
し
て
下
さ
い

な
お
見
本
は
市
役
所
庶
務
課

統
計
係
に
あ
り
ま
す
。

セ
イ
〉
の
名

を
つ
け
て

下
さ
い

本
年
九
月
四
日
.
当
魚
津
水
族

を
貰
う
時
な
ど
は
非
常
に
愛
嬬

舘
へ
北
洋
漁
業
に
出
漁
し
て
い
よ
く
、
滑
稽
で
あ
り
ま
す
。

た
、
第
七
犬
神
丸
館
長
当
市
上
そ
こ
で
こ
の
愛
矯
者
に
名
前

猟
師
御
町
浜
元
貞
夫
氏
よ
り
「
を
つ
け
、
芸
も
教
え
た
り
し
て

オ
ッ
ト
セ
イ
」
一
頭
(
雄
一
一
一
才
〉
一

層
皆
さ
ん
の
御
愛
顧
を
願
い

御
寄
贈
願
っ
た
の
で
あ
り
ま
た
い
と
存
じ
ま
す
。

す。

九
J
J

・3一
一5utir--711uり
で
す
な

つ
い
て

そ
の
後
、
当
水
一
点
付
添
義
二
¥
抵
抗
照
明
は
左
記
に

族
館
は
こ
の

-
d
z
g
J
Z恋
文
3
受
γtwat

よ
り
名
前

「
珍
客
」
の
観
覧
客
で
一
段
と
賑

‘を
募
集
す
る
と
に
な
っ
た
の
で

わ
っ
て
そ
の

A
気
は
上
々
で
あ

-

多

数

応

募

願

い

ま

す

。

り
ま
す
。

今
で
は
係
員
に
馴
つ
い
て
餌
筒
審
査
の
結
果
採
用
者
に
は

一m柳
川J

一

十全全十
文一市市定月
化月議三議二例二
の竺士会十会十市十十
日ー協ー 厚九教六月
日議日生日育日=
(会(委ハ委ハ十
さ関3員さ員さ六
催会会日
開開か
催催ら

十

全 全企月
工工市定市十
場場議例五議 目
誘十誘会市 会四宮
致致議農日農て
協日協員業 林日

力禾力協委主委釜
コミ)会議員、J員)
関開会会会
催催関関開
催催催



(2) 

日
月
mm
日
か
ら
吃
月
2
固
ま
で

幸E

淡

い

よ

い

よ

本

年

も

一

取

扱

所

の

点

検

一
花
火
災
の
多
発
の
時
期一・一

/

浮
火
器
避
難
器
具

一
民
勺
と
な
り
ま
し
た
。
来
一

t

一

の

点
検

古
一
ふ
た
る
二
十
六
日
よ
り

こ

も

の

一一
一
一
一
一
…
一
週
間
、

全
国
運
動

ι二
十
九
日
火
気
取
扱
所
の
点
検

芯
一
三
・
.
対
応
し
て
当
市
に
於
一

三

十

日

防

火

訓

締
の
実
施

き
ま
し
で
も
防
火
運
動
を
行
う
二

日

電
気
施
設
の
点
検

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
左

の
防
火
の
日
課
を
実
行
し
て
本

運
動
に
御
協
力
願
い
ま
す。

。
一
一
般
家
庭
て
は

二
十
六
日

火

鉢
こ
た
つ
の
点

検

一一
十
七
日

電
気
設
備
の
点
検

二
十
八
日

火

を
使
う
場
所
の

点
検

二
十
九
日
か
ま
ど
、
こ
ん
ろ

の
点
検

三

十
日
防
火
用
水
の
点
検

一

日
火
け
し
っ
ぽ
の
点

検

二

日
煙
突
の
そ
う
じ

@
会
社
工
場
で
は

二
十
六
日
警
備
の
強
化

二
十
七
日
危
険
物
貯
蔵
及
び

火

防

遡

昭和30年 11月1.5日発行
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叉-
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広市津魚
(昭刷7年 9刃，13日)
第三種郵便物認可/(ー第80号)

日
l
e
a;
 

日
lt

二

日

原

動

機

の

点

検

燃
え
な
い
工
夫
に
焼
か
な
い
注

意
を
し
て
恐
し
い
火
事
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
期
間
中
は
朝
の
七
時
と
夜.

の
九
時
に

「
サ
イ
レ
シ
」
及
ひ

「
半
鏑
」
が
な
り
ま
す
。

第

青

回

魚

津

市

年

祭

開

催

魚
津
市
青
年
団
長
が
、
郷

土
社
会
に
立
脚
し
て
億
底
で

明
朗
な
文
化
的
生
活
を
樹
立
し

生
産
に
励
み
‘
新
し
い
郷
土
を

建
設
す
る
た
め
の

一
翼
と
し
て

魚
津
市

一
、
五
O
O名
の
青
年

団
代
表
が
相
寄
っ
て
演
芸
、
音

楽
、
生
活
改
善
.
美
術
、
舞
踊

等
の
青
年
祭
を
実
施
し
、
友
愛

魚津市消防本部

加し秀まが審八九ス小間
さたなし入査日点タ中行魚

一 れの作た賞のとの 1学事津 一寸
谷 表で品。さ結展多展校と市 至高

F拾は計三者明暗雲
紀 れ作く本彰左れの出生催 書 官章
夫 ま品さ年を記まぼ品徒し舘"l ~閤
君 しもんは受のしり点にたの八辺
たーあ特け皆た、数よ「 読 R同
。点りにらさが七 五る 市 書 l日I
遁ま優れん・日十ポ内週 ボ

賞ス

稗中樫〈木歯多♀山茜 ぞ
♀苗有林尖本東下部 東田崎布 l 
倉皇木議町空部む空企撃施品6L
小 口小 j、中 ノ、ヨ雪Jm- 君~;g~'ðー君ーさ一ざ j 骨炭

J 一 年年 尺，J..，:.Iル~
年年年ん年〉ん〉 ん 年 」ー

等1011の税対

出生 34人 31人 65人

計女男

ニ
錦
マ

佳
作

8人 11人 19人

10イ牛

死亡

婚姻
等

8イ牛

8，986 

46，844 

離婚

世帯数

人 口

立
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
一
本
海
沿
岸
地
方
は
気
節
風
等
の

一
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
o

一

一
異
常
気
象
に
よ
り
海
難
が
多
数

一

本
年
度
も
冬
季
を
ひ
か
え
予
一

と
し
て
創
立
記
念
日
〈
十
一
月
十
一
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
県
に
お
一

想
さ
れ
る
海
難
の
絶
滅
を
期
す
十

千

六
日
)
に
全
国
の
社
会
教
育
功
一
い
て
こ
れ
ら
の
海
難
に
よ
る
被

一
る
た
め
伏
木
海
上
保
安
部
に
お
一
ー

タ

土

A

労
者
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
一
害
を
最
少
限
に
阻
止
す
る
た
め
一
い
て
十
一
月

一
日
か
ら
十

一
月

1
110ヤ
λ

〕

ま
し
た
o

富
山
県
関
係
個
人
表
一

海
上
保
安
部
.
救
難
所
、
及
び

一十
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
「
多
季
す

i

彰
七
名
の
中
、
市
で
は
図
書
舘
一
各
漁
業
団
体
等
と
の
密
接
な
る
一

海
難
防
止
強
調
運
動
」
を
実
施
一

冊

推

名

選

三

翁

長
と
し
て
永
年
社
会
教
育
の
擬
一
連
絡
協
力
の
も
と
に
海
難
防
止

一
し
ま
す
の
で
関
係
機
関
に
お
い

一

-

興
普
及
に
専
念
き
れ
た
ヒ
条
正
一
運
動
を
実
施
し
・
救
助
態
勢
を

一
て
は
こ
の
運
動
に
応
じ
て
救
助
一

十

二

貫

野

用

水

路

一

い
の
頃
は
、
ま
琵
測
量
の

づ
と
に
一

一
段
と
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
一
態
勢
を

一
段
と
強
化
し
て
海
難
十
一

一貫
野
の
沃
野
が
水
路
の
使

一械
な
く
、
水
路
の
高
低
安

部
氏
が
表
彰
を
受
け
る
m

一
た
の
で
、
昨
年
の
海
難
は
多
季

一
に
よ
る
人
的
物
的
の
被
害
絶
滅
一カ
無
い
の
で
、
徒
ら
に
荒
れ
た

一
る
時
は
、

夜
も
数
人
に
提
灯
を

な
り
ま
し
た
。

一

が

最

も
少
な
か
っ
た
と
い
う
顕
一
に
寄
与
さ
比
る
上
う
豆
!
?
上
ま
L

に
な
っ
て

い
る
の
を
残
念

一
持
た
せ
て
場
所
に
立
た
せ
、
火

青
少
年
に
野
外
旅
行
活
動
を
丁

|
I
l
l
i
-
-
ー「
|
1
1
1
1
1
1
1
I
L
i
l
l
i
-
-
1
1
1
一に
思
い
、
度
々
用
水
路
の
開
削

一
を
上
下
せ
し
め
て
水
路
を

ま

誌

が

軒

統

制

れ

経

一

第

四

国

美

術

展

一

L小
問
年

正

昭
一議

論

山

町

ド

斡

一
計
十
付
心
刊
誌
一
一
対
日
間

玲
医
γ
間

性

別

措

U
一

入

賞

者

決

る

一

上
四
方
叩
四
年

清

一日

訪

日

日

科

目

的

一
軒

訂

一投

球

お

お

す
る
精
神
を
養
い
、
青
少
年
育
一
去
る
十
一
月
二
日
、一一
一目

、

一

相

崎

新

二

石

崎

苗

五

一

一

一の
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
・

遂一

こ
と
と
て
、
岩
盤
を
打
抜
く
に

成
に
寄
与
す
る
趣
旨
で
、
県
下
一
西
部
中
学
校
で
魚
津
市
美
術
協
一
図
画
魚
津
高
校
三
年

一

道
下
小
五
年
一
に
天
保
八
年
三
八
三
七
〉
十
一
は
、
竹
や
木
を
燃
し
岩
盤
が
億

各
地
の
キ
ヤ
シ
プ
候
補
地
を
調
一
会
主
催
に
よ
る
第
四
回

美

術

展

一

若

島

真

治

一

堤

谷

正

一

一
一
月
、
十
二
貫
野
の
水
路
の
検
一
げ
る
の
を
見
て
水
を
か
げ
、
蓮

査
し
て
い
た
の
で
す
が
、
協
議

一
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
入
賞
者
一
西
部
中
三
年

一

経

団
小
四
年

一分
を
命
じ
ま
し
た
o

一
面
の
軟
化
を
ま
っ
て
・
鶴
噌

の
結
果
、
市
の
坪
野
鉱
泉
附
近
一
ま
弐
の
通
り
決

定

し

た

。

一

大

成

浩

一

朝

野

正

春

道

三

に

と
っ
て
は
、

兼
ね
て
の

一
ハ
つ
る
は
し
)
を
打
ち
込
む
の
で

が
県
下
の
キ
ャ
ン
プ
地
の
一

つ一

書
道

魚

津
高
校
三
年

一

東

部

中

二

年

一

天
神
小
一
年

一
望
み
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

一
あ
り
ま
し
た
D

そ
れ
が
一
夜
僅

と

し

て

指

定

さ

れ

ま

し

た

。

市

一

赤

坂

親

正

一

岡

田

秀

夫

一

中

村

省

造

τが
出
来
た
の
で
、
小
踊
り
し
一
か
前
垂
に
一
杯
の
岩
片
を
塑
町

民
各
位
の
利
用
を
願
い

ま

す

。

一

大

町

小

一一
年

一

村

木

ト

四

年

一

西

布

施

小

六

年

一て
喜
び
ま
し
た
o

そ
れ
か
ら
詳

一
る
程
の
工
事
の
有
様
で
あ
っ
た

一

一

葬

/

藤

篤

子

一

坂

本

悦

子
細
な
を
絵
図
作
っ
た
り
、
開
墾
一
の
で
、
容
易
に
主
事
が
は
か

y

共

同

募

金

一

松

川

け

、

子

一

大

島

か

の

子

、

、

ろ

い

ろ

準

備

を

進

一

け

れ

ど

も

警

一

は

日

夜

孜

々

j
i
j
.
4

一

上

中

島

町

一

年

し

一

片

思

年

百

仁

川

て

ふ

保

安

一

八

三
九
〉
一
れ

2
5軒町
一

日肌幽斗
L
L
百
H
R

こ
っ
、

C

一
，I
ll
i-
-
1
11
1

1
1
1
1
1
1
1
11
一這
三
五
十
一
才
の
時
、
愈
々
工
一
督
励
し
た
の
で
、
さ
し
も
の
榔

事
右
衛
m
r
J
U
T

一

百

日

セ

キ

予

防

注

射

一事
に
着
手
致
し
ま
し
た
。
一
工
事
も
、
天
保
十
一
年
〈
一
司

一

J
，

一
十
二
貫
野
用
水
は
延
長
七
里
一
四

O
〉
遂
に
完
成
し
ま
し
た
。

十
伸
一は
共
同
募
金
再
開
で
あ

一
商
品
併
施
地
区

コ

コ

八

口

円

一

(

第

三

国

)

を

受

け

て

下

さ

い

一二
十
四
町
=
干
六
間
‘
そ
の
取
一
反
別
七
百
十
四
町
コ
一
段
四
畝

駐

日

M
Y
苦

手

料

上

院

区

は
議

諮

問

一

百

日

せ

き

予

防

注

射

さ

一

一

〈

旧

村

木

校

下

〉

一

話

器

位

時

間

一

巳

聞

は

語

能

十
日
現
在
、
左
記
の
通
り
の
実
一
目
標
額
の
七
九

μ
一
河
長
問
削
れ
れ
品
目
一
経
細
酌
出
張
所
土
月
=
十
一
日
一
町
に
合
併
〉
か
ら
出
る
挨
水
を
一
一
面
に
垂
れ
る
様
に
な
り
ま

績
を
挙
げ
ま
し
た
o

街

地

区

に

一

計

三

八

O
J
三
口
円
一
射
日
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
一
加
積
グ

町

一
字
点
頭
谷

ハ
う
な
づ
き
谷
〉
へ
一
た
。

よ
り
ま
し
て
は
募
金
実
施
中
の
一
目
標
額
の
六
五
%
一
か
ら
必
ず
注
射
を
受
け
て
下
さ
一
加
積
タ
手
首
引
き
、
そ
れ
か
ら
、
下
立
、
浦

U
M
Mゆ
A
U州
純

一

山

一

一

一

十

五

日

か

ら

一

ぃ

。

一

上

中

品

加

島

グ

=

十

一

日

一一

一

軒

刊

誌

い

料

品

叶

を
お
願
い
制

し

ま

す

。

一

二

玉

主

的

問

し

一

し

、

問

当

時

お

月

一

日

一

よ

り

公

民

舘

コ

士

一

土

問

γ
A湾
諮

問

悦

一

一

・
さ

ら

昭

和

三

十

年

六

月

一

一

一

一

白

倉

タ

一

下

野

方

地

区

四

一
4

0

0
円
一
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
書
は
十
一
十
日
ま
で
生
れ
た
者
一
白
倉
小
学
校
コ
主
日
一
来
な
い
所
に
は
、
サ
イ
フ
ォ
ン

上
中
島
地
区
三
.
九
八
口
円
一
一
月
十
五
日
か
ら
全
国
一
費
に一

2

・

前

頃

の

該

当

者

で

今

ま

で

一

上

野

方

グ

一

の

!

?

応

用

L
た
水
路
を
築
く

松

倉

地

区

2
0
J
一

言

円

一

売

出

さ

れ

、

市

内

郵

便

局

及

び

一

一

上

野

方

出

張

所

一

一

盲

目

一

な

と

神

技

に

も

お

と

ら

ぬ

工

一

一

注

射

を

受

け

て

い

な

い

者

一

一

上
野
方
地
区
一
六
.
回
き
円
一
切
手
類
売
捌
所
で
、
約
二

五

万

一

一

西

布

施

H
H

一
事
を
完
遂
し
た
の
で
、
時
の
人

経

田

地

区

吾

.2円
一
枚
を
売
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
て
、
日
時
一
西
布
施
小
学
校
一
一
高
日
一
は
神
工
と
弥
し
ま
し
た
。

下
中
島
地
区
-
一
五
五
回
口
円
一
こ
の
年
賀
葉
書
士
寄
附
金
一
円
一
校
下
別
場
所
月
日
一
本
泊
ρ
=
高
旦
こ
の
サ
イ
フ
ポ
シ
水
路
は
字

-

t

、

一

天

神

校

下

一

下

野

方

出

張

所

一

を
附
加
し
・
国
民
た
す
け
合
し
一
矢
神
小
学
校
士
月
丈
日
一
ハ
旧
下
野
方
校
下
〉
一
大
谷
に
あ
っ
て
、
「
龍
の
口
」
と

は
ゆ
恒
男
れ
良
一
終
日
一
松
柏
か
出
張
所
丈
日
一
佐
野
小
学
校
一
一
高
土
川
口
い
日
付
唯
一
…
品
川
川
附

承
下
さ
い
ま
し
て
、
多
数
御
利
一
古
鹿
熊
分
校
下
一
片
岡
R
校

下

一

吹

上

管

は

十

七

間

一

尺

、

深

い

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
一
古
鹿
熊
分
校
瓦
日
一
片
貝
小
学
校
官
一
十
日
谷
の
向
側
の
高
い
所
の
地
面
か

す
。
な
お
同
局
で
は
例
年
早
く
一
路
野
扮

y

-

一
主
百
一
〈
分
校
含
む
)
一
ら
、
突
然
水
が
吹
出
し
て
い
る

売
切
れ
御
迷
惑
を
か
け
て
お
り
一
坪
野
グ
一
各
自
と
も
午
後
二
時
よ
り
午
後
様
を
見
る
と
き
、
学
理
の
発
達

お

い

日

目

以

航

行

諸

一

五

静

小

学

校

手

一

日

一

仰

向

付

加

下

は

午

前

九

時

三

十

飢

お

れ

は

お

い

μ問

。

f

手
百
一
分
よ
り
ι寸
前
十
一
時
ま
で
一
り
ま
す
。

と
親
睦
の
情
を
深
め
つ
L

健
全

な
郷
圭
社
会
の
建
設
に
寄
与
す

る
為
に
、
来
る
十
一
月
二
十
日

午
前
十
時
よ
り
大
町
小
学
校
講

堂

(
一
部
美
術
部
門
関
係
は
市

立
図
書
館
)
に
於
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
部
門
別
に
優
勝
杯
が
授

与
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

『
坪
野
』

指
定
キ
ャ
ン
プ
地
に

番5 9 2 話昼寝長

I=s 

寄

附

魚
津
市
下
タ
町
、
雑
貨
商

魚
住
一
雄
氏
よ
り
去
る
五

日
母
堂
死
去
に
よ
る
供
養

と
し
て
同
日
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
社
会
事
業
基
金

に
金
五
千
円
の
寄
附
が
り

ま
し
た
。

社
会
教
育
功
労
者

と
し
て
市
立
図
書

館
長
表
彰

3
る

冬
季
海
難
防
止
運
動

十

一

月

一

日

よ

り

一

ヶ

月

間

(
攻
号
に
つ
い
A

く〉

7Jt.. 

き

あ

と

O
富
山
の
動
物
博
を
兎
て

市
役
所
職
員
連
中
、
し
き
り

オ
ヅ
ド
セ
イ
の
芸
を
感
必
し
て

日
く
、水
族
館
の
オ
ツ
ド
セ
イ
も
仕

込
ん
売
ら
あ
の
位
は
な
れ
る
か

も
し
れ
ん
、
ひ
と
つ
や
つ
で
み

た
ら
?
と
の
言
葉
に
商
工
水
産

課
長
飼
育
係
に
な
っ
た
つ
も
り

か
名
前
も
近
々
つ
げ
る
し
.
t
z

も
教
え
る
よ
。
見
に
来
て
吃
麓

す
る
な
!
と
の
ご
宜
托
、
蔭
で

は
ど
う
や
ら
前
日
コ
タ
ソ

p
謹

を
買
っ
て
風
ん
に
オ
ッ
ト
セ
イ

に
練
習
し
た
そ
う
で
、
今
か

そ
の
成
果
?
が
み
も
の
。


